
読
み
替
え
ら
れ
る
独

立
行
政
法
人
通
則
法

の
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
八
条
第
三
項

（
当
該
独
立
行
政
法
人
を
所
管
す
る
内
閣

府
又
は
各
省
の
内
閣
府
令
又
は
省
令
を
い

う
。
た
だ
し
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
所

管
す
る
独
立
行
政
法
人
に
つ
い
て
は
、
原

子
力
規
制
委
員
会
規
則
と
す
る
。
以
下
同

じ
。）で
定
め
る

で
定
め
る

第
四
十
六
条
の
二
又
は
第
四
十
六
条
の
三

第
四
十
六
条
の
二

第
十
二
条
の
二
第
二

項

前
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
に
規
定
す

る
規
定
又
は
同
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六

号

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
（
以
下

「
機
構
法
」
と
い
う
。）第
四
十
三
条
に
お

い
て
準
用
す
る
第
二
十
八
条
の
二
第
二
項

第
十
九
条
の
二

こ
の
法
律
、
個
別
法

機
構
法

法
人
の
長

理
事
長

第
二
十
四
条

法
人
の
長
そ
の
他
の
代
表
権
を
有
す
る
役

員

理
事
長
又
は
副
理
事
長

第
二
十
五
条

法
人
の
長
そ
の
他
の
代
表
権
を
有
す
る
役

員

理
事
長
又
は
副
理
事
長

代
表
権
を
有
し
な
い
役
員

理
事
（
機
構
法
第
七
条
た
だ
し
書
に
規
定

す
る
外
部
理
事
を
除
く
。）

第
二
十
六
条

法
人
の
長

理
事
長

第
二
十
八
条
の
二
第

一
項

第
二
十
九
条
第
一
項
の
中
期
目
標
、
第
三

十
五
条
の
四
第
一
項
の
中
長
期
目
標
及
び

第
三
十
五
条
の
九
第
一
項
の
年
度
目
標
の

策
定
並
び
に
第
三
十
二
条
第
一
項
、
第
三

十
五
条
の
六
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に

第
三
十
五
条
の
十
一
第
一
項
及
び
第
二
項

機
構
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る

中
期
目
標
（
以
下「
中
期
目
標
」と
い
う
。）

の
策
定
（
同
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る

事
項
に
係
る
策
定
を
除
く
。）並
び
に
機
構

法
第
三
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項

第
二
十
八
条
の
二
第

三
項

第
二
十
九
条
第
一
項
の
中
期
目
標
、
第
三

十
五
条
の
四
第
一
項
の
中
長
期
目
標
及
び

第
三
十
五
条
の
九
第
一
項
の
年
度
目
標

中
期
目
標

第
三
十
二
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
六

第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
三
十
五
条

の
十
一
第
一
項
及
び
第
二
項

機
構
法
第
三
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項

第
三
十
五
条
の
二

前
条
第
四
項

機
構
法
第
三
十
二
条
第
五
項

第
三
十
九
条
第
二
項

第
二
号

総
務
省
令

厚
生
労
働
省
令

第
三
十
九
条
第
三
項

子
法
人
に

子
法
人
（
機
構
法
第
七
条
第
一
号
に
規
定

す
る
子
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に

第
三
十
九
条
の
二
第

一
項

こ
の
法
律
、
個
別
法

機
構
法

第
四
十
二
条

財
務
諸
表
承
認
日

機
構
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
同
項
に
規
定
す
る
財
務
諸
表
の
承
認
の

日

第
四
十
六
条
の
二
第

一
項
た
だ
し
書

中
期
目
標
管
理
法
人
の
中
期
計
画
に
お
い

て
第
三
十
条
第
二
項
第
五
号
の
計
画
を
定

め
た
場
合
、
国
立
研
究
開
発
法
人
の
中
長

期
計
画
に
お
い
て
第
三
十
五
条
の
五
第
二

項
第
五
号
の
計
画
を
定
め
た
場
合
又
は
行

政
執
行
法
人
の
事
業
計
画
に
お
い
て
第
三

十
五
条
の
十
第
三
項
第
五
号

機
構
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る

中
期
計
画
（
以
下「
中
期
計
画
」と
い
う
。）

に
お
い
て
同
条
第
二
項
第
六
号

こ
れ
ら
の

そ
の

第
四
十
六
条
の
二
第

二
項
た
だ
し
書

中
期
目
標
管
理
法
人
の
中
期
計
画
に
お
い

て
第
三
十
条
第
二
項
第
五
号
の
計
画
を
定

め
た
場
合
、
国
立
研
究
開
発
法
人
の
中
長

期
計
画
に
お
い
て
第
三
十
五
条
の
五
第
二

項
第
五
号
の
計
画
を
定
め
た
場
合
又
は
行

政
執
行
法
人
の
事
業
計
画
に
お
い
て
第
三

十
五
条
の
十
第
三
項
第
五
号

中
期
計
画
に
お
い
て
機
構
法
第
二
十
八
条

第
二
項
第
六
号

こ
れ
ら
の

そ
の

第
四
十
八
条
た
だ
し

書

中
期
目
標
管
理
法
人
の
中
期
計
画
に
お
い

て
第
三
十
条
第
二
項
第
六
号
の
計
画
を
定

め
た
場
合
、
国
立
研
究
開
発
法
人
の
中
長

期
計
画
に
お
い
て
第
三
十
五
条
の
五
第
二

項
第
六
号
の
計
画
を
定
め
た
場
合
又
は
行

政
執
行
法
人
の
事
業
計
画
に
お
い
て
第
三

十
五
条
の
十
第
三
項
第
六
号

中
期
計
画
に
お
い
て
機
構
法
第
二
十
八
条

第
二
項
第
七
号

こ
れ
ら
の

そ
の

第
五
十
条
の
四
第
二

項
第
一
号

政
令

厚
生
労
働
省
令

第
五
十
条
の
四
第
二

項
第
三
号

の
研
究
者

に
お
い
て
専
ら
研
究
又
は
教
育
に
従
事
す

る
者

研
究
に

研
究
又
は
教
育
に

第
五
十
条
の
四
第
二

項
第
四
号

第
三
十
二
条
第
一
項

機
構
法
第
三
十
条
第
一
項

第
五
十
条
の
四
第
二

項
第
五
号

第
三
十
五
条
第
一
項

機
構
法
第
三
十
二
条
第
一
項

政
令

厚
生
労
働
省
令

第
五
十
条
の
四
第
三

項

政
令

厚
生
労
働
省
令

第
五
十
条
の
四
第
四

項

総
務
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
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